
 

 
 

 
 

  

我孫子 景観基礎研究  その１：現 代都市における街 路樹と景観、 都市デザイン の関係に関する考察                                                            

野口 修(建築家・工学博士) 

１-１．街路樹、景観、都市デザインの総論  

 本誌第 79 号で、昭和２年に書かれた杉村楚人冠の

随筆「天狗の巣」を紹介したことがある。我孫子停車

場前の大通りに植えられた 30 本程の桜が天狗巣病

にかかったことを心配した文章だったが、筆者として

は、樹木の心配とは別に停車場の景観にも目が向けら

れていることに着目した。楚人冠曰く、来訪者を迎え

る、町のシンボルとも言うべき通りに病の樹木が放置

されているようでは、東京から来た人に無粋と思われ

そうで気になって仕方がないといった内容だったが、

桜を景観要素、すなわち「街路樹」と捉えている。 

現代日本において「街路樹」とは、市街地の道路

である街路に植えられた樹木のことで、道路法第２

条において「道路の付属物」と定義され、同条２項

２号で道路管理者が設けるものとされる。こう言う

と何ともつまらなく感じてしまうが、歴史を紐解い

てみると、アジア最古、最長の道に数えられるグラ

ンド・トランク・ロードに列植された樹木がはじま

りであるとか、日本でも平城京の都大路に貧しい人

が飢えないよう、モモやナシの並木があったなど、

実際の景観を見たくなるような話が残っている。 

都市を結ぶ幹線道路が整備され、人や物の交通が

富を生むと意識され始めた時代、徒歩や馬車で移動

する人々に日陰をつくって休憩の場を提供したり、

中心市街地において行き場を失った人の非常食にな

ったりと、元は実利から始まり、経済の発展と共に

都市の美観向上や環境づくりが「街路樹」設置の主

な目的とされるようになったのではないか。 

そして、社会が成熟し、情報化が進む現在「街路

樹」はより周到にデザインされる。エリザベス女王

の国葬で棺が運ばれたルートのように全世界に映像

が配信される国家的儀式が行われる街路では、葬列

を挟んで沿道に集まる民衆の背景となる位置に植え

られ、馬に乗った軍人が映える高さに枝が切り揃え

られている。凱旋門に向かうパリのシャンゼリゼ通

りなどにも同様の意図が感じられる。 

ところで、近代以降の日本の都市では、開国後の

1867（慶応３）年、横浜の馬車道にヤナギとマツ

が植えられたことを理由に「近代街路樹発祥之地」

と書かれた石碑も建っていると聞き、訪ねてみた。  

初期の並木は関東大震災で焼失し、現在は 1977 年

以降に植えられたアキニレに代わっているが、関内

ホールのレリーフなどに当時の写真が残っている。   

街路樹は昔からあるので“近代”と区切る根拠に

否定的な論説も見受けられるが、馬車道の各商店が

店の前に植樹したのがはじまりであること、石碑は

地元商店街の呼びかけで 1979 年に建立されたこと

から、街路樹を用いた地域のセルフプロデュースが

成功した事例と考えるべきではないかと思った。 

 

また横浜市と言えば、街路設計に関わって何度も

訪ねた黎明期の「みなとみらい２１」地区（以後、

MM21）を思い出す。MM21 事業では、総面積約

186ha におよぶ都市基盤が、埋立事業、港湾整備

事業、土地区画整理事業の手法で整備された。新興

の埋立地だった 1985〜90 年代前半の日本社会は

バブル期で、次々と街区が埋まり最新のビルが建ち

並ぶイメージの都市デザインだったと思う。ここで

は歩行者の移動ネットワークが大切にされ、キング

とクイーン、２本の海に向かう縦方向の軸を、グラ

ンモールと名付けた横軸が貫通する３本のモールを

中心に都市空間の様々な動線が計画された。キング

やクイーンといったネーミングは、「横浜三塔」と呼

ばれる、神奈川県庁本庁舎（キング）、横浜税関（ク

イーン）、横浜市開港記念会館（ジャック）の愛称に

由来するもので、新しい塔（ビル）が建ち並ぶ軸の

名称を横浜の旧い塔からとっている。 
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ここで注目すべきは、海に向かう縦の“通り”の

名称を植樹した街路樹からとっている点だろう。 

すずかけ通りやいちょう通りなど、通りの幅員や位

置付けを考慮して選定された街路樹が、地区全体の

目印として機能している辺りが、この頃の都市デザ

インらしい。（前ページ図版参照） 

一方、第二次世界大戦時に空襲で破壊された仙台

市のような地方都市を見ると、江戸時代の青葉山か

ら広がる城下町の町割を踏襲しつつ戦災で失われた

中心市街地には新たな街路や公園が整備され、歴史

の積み重ねが造った街路樹と景観の関係を見ること

ができる。もともと伊達政宗が植樹を推奨したこと

もあり、明治時代の観光誌には「森の都」と紹介さ

れ、それが大正時代に「杜の都」と言い換えられる

など、仙台市民の中に樹木が造る景観への意識が根

付いていたのではないかと考えられる。 

市街を歩いて見ると、ケヤキ並木で知られる青葉

通りや定禅寺通りでは多くの祭りやイベントが催さ

れ、冬場は電飾で人の目を楽しませている。加えて

北目町通りのユリノキ並木や愛宕上杉通りのイチョ

ウ並木など、街路樹のある景観が地域生活に溶け込

んでいる感じが、記号のごとくドライにデザインさ

れた埋立地との歴史の差ではないか。 

 

以上、本項では、街路樹と景観、都市デザインの

関係について、筆者が思いつくところを論じた。 

正直「街路樹」のあり方については様々な事例が

あって、筆者自身も明確な答えを持つものではない

が、手賀沼公園・久寺家線が開通し、公園坂通りや

オオバン通りの使い方や、景観への取組みが気にな

る今、街路樹が果たす役割や効果を検証すること

は、議論の端緒として重要と考えた。次回以降は、

街路樹の保全に公金が使用されることを踏まえ、今

回論じた都市デザインの側面に加え、街路樹の設置

が引き起こす弊害やその対策、樹木だけでない新し

い緑化の方式についても検証してみたい。（続く） 

 


